
 

 

 

 

 

本は心の栄養 

校 長 今福 教子 

  

 新しい年を迎えました。子供たちはあと３か月で、それぞれ次の学年に進級したり中学校へと進

学したりします。学年のまとめをしっかりと行い、次の学年や学校に引き継いでいけるように、学

校全体で支援してまいります。 

 すぐーるのタイムラインでも紹介させていただきましたが、12月６日に、毎年子供たちが楽しみ

にしている図書ボランティアの皆さんによる読み聞かせが行われました。今年はブラックパネルシ

アターです。暗幕で真っ暗にした図書室に、お話に沿った色とりどりのパネルが浮かび上がりま

す。子供たちはその美しさと優しい語り口調にうっとりとし、穏やかな時間を過ごすことができま

した。お話選びから用具の準備、練習などにたくさんの時間を割かれたと思います。また季節に合

った掲示物や手作りのプレゼントなど、いつもありがとうございます。 

   

 読書は、言語発達や読解力の向上、知識の習得だけでなく、創造力や共感力、コミュニケーショ

ン力が育まれると言われています。私が学級担任だったころ、クラスの子供たちがお世話になった

読み聞かせボランティアの方がいらっしゃいます。その方が遺された言葉を紹介させていただきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目に見えない力を信じて、これからも私たちは子供たちの成長を支えていきたいと思います。 

                                  学校だより 第９号 

                               令和６年１月９日 

                                      千葉市立弥生小学校 

 

 
 

家庭数配付 

驚き、感じる心は豊かな土   

勉強で知ることは種です。 

どんな種も 干からびた土の上には育ちません。 

よく肥えた土の上には芽を出します。 

子供のころは「やわらかい土」のように「感じる心」を耕すときです。 

風の音、雨の音を、心をとめて聞いたことがありますか。 

お話の主人公の気持ちを思ったことがありますか。 

目に見えないものを創造するとき 感じる心が生まれてくるのです。 

どうぞ、たくさんの本を読んでください。 

                                      訪問先の小学校の子供たちに向けて 

 


